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次
な
る
世
代
に
継
ぐ

　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
舞
鶴

　

市
で
は
、
新
た
な
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
の
４
年
７
か
月
、
私
た
ち
の
住
む
こ
の
地
が
未
来

に
お
い
て
も
魅
力
あ
ふ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
」
と
な
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
土
台
固
め
の
種
を
ま
き
、
た
く

さ
ん
の
花
を
咲
か
せ
る
た
め
の
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
シ
リ
ー
ズ
市
政
の
「
今
」。

第
28
回
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
新
た
な
夢
に
向
か
い
、
次
世
代
に
素
晴
ら
し
い
「
ふ
る
さ
と
舞
鶴
」
を
引

き
継
ぐ
た
め
の
取
り
組
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
の
府
北
部
ル
ー
ト
実
現
に
向
け
て

　「
東
京
︲
大
阪
間
」
を
日
本
海
側
の
都
市
を
経

由
し
て
結
ぶ
北
陸
新
幹
線
は
、
昨
年
３
月
に
「
長

野
︲
金
沢
間
」
が
延
伸
開
業
し
、
首
都
圏
か
ら
の

交
流
人
口
の
増
大
な
ど
北
陸
地
方
を
中
心
に
大
き

な
経
済
効
果
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
現
在
、
平
成

35
年
春
の
「
金
沢
︲
敦
賀
（
福
井
県
）
間
」
開
業

に
向
け
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
北
陸
新

幹
線
の
終
着
と
な
る
「
敦
賀
︲
大
阪
間
」
の
ル
ー

ト
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
在
政
府
・
与
党
検
討
委

員
会
な
ど
を
は
じ
め
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
議
論

が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
北
陸
新
幹
線
の
府
北
部
地
域
を
経
由
す
る
ル
ー
ト

延
伸
は
、
東
海
道
新
幹
線
と
重
複
し
な
い
代
替
ル
ー

ト
の
機
能
確
保
な
ど
日
本
海
側
国
土
軸
の
形
成
と
重

要
港
湾
や
海
事
拠
点
、
工
業
団
地
、
教
育
機
関
、
観

光
資
源
な
ど
多
く
の
国
土
拠
点
が
集
積
す
る
府
北
部

地
域
の
発
展
を
図
る
重
要
な
社
会
資
本
整
備
と
な
り

ま
す
。
府
北
部
地
域
へ
の
ル
ー
ト
延
伸
を
誘
致
し
、

京
阪
神
や
北
陸
、
首
都
圏
を
高
速
鉄
道
で
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
す
る
こ
と
は
、
本
市
に
と
っ
て
も
、
か
つ
て

な
い
チ
ャ
ン
ス
の
到
来
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
府
北

部
地
域
５
市
２
町
が
一
丸
と
な
っ
て
そ
の
実
現
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
６
㌻
に
関
連
記
事
）。

京
都
舞
鶴
港
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
整
備
の
誘
致

に
向
け
た
取
り
組
み

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
太
平
洋
側
で
被
災
し
た

仙
台
市
ガ
ス
局
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
（
※
１
）
に
代
わ

り
、
日
本
海
側
の
新
潟
県
か
ら
の
広
域
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
を
用
い
た
代
替
供
給
に
よ
り
早
期
の
復
旧
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
過
去
の
教
訓

を
受
け
、
我
が
国
の
国
土
強
靭
化
を
図
る
リ
ダ
ン

ダ
ン
シ
ー
確
保
（
※
２
）
の
観
点
か
ら
も
、
地
震

発
生
時
に
津
波
の
影
響
を
受
け
に
く
い
天
然
の
良

港
で
あ
る
京
都
舞
鶴
港
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
の
整
備
や

三
田
市
（
兵
庫
県
）
ま
で
を
結
ぶ
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
整
備
の
必
要
性
が
京
都
府
と
兵
庫
県
を
中
心
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※１　タンカーなどで輸送されてきた液化天然ガスを、都市ガスや火力発電所へ供給するために備蓄、気化する施設。
※２　自然災害等発生時に備え、予めライフライン施設などの代替え機能を用意すること。
※３　メタンを主成分とする化石燃料で、「燃える氷」と表現され、海底の地層の中に存在する。

に
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
な
ど
の
太
平
洋
側
大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
関
西
経
済
圏
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
と

し
て
本
市
が
果
た
す
役
割
は
大
変
重
要
な
も
の
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
引
き
続
き
京
都
舞
鶴

港
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
の
整
備
実
現
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
９
月
15
日
に
府
と
ア
ラ
ス
カ
州（
米

国
）
が
安
定
的
か
つ
競
争
力
の
あ
る
同
州
の
天
然

ガ
ス
に
関
し
て
情
報
交
換
を
行
う
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
に
関
す
る
協
力
の
覚
書
」
を
締
結
。
同
月
17

日
に
は
ア
ラ
ス
カ
州
関
係
者
が
、
京
都
舞
鶴
港
を

視
察
し
ま
し
た
。
加
え
て
国
で
は
、
平
成
28
年
度

に
日
本
海
側
に
お
け
る
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト

（
※
３
）
の
回
収
技
術
に
関
す
る
調
査
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
、
日
本
海
側
に
お
け
る
京

都
舞
鶴
港
を
核
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
の
整
備

と
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
調
査
・
発
掘
技
術
の
本

格
的
な
開
発
に
関
係
機
関
と
協
力
し
て
、
さ
ら
な

る
事
業
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

「
日
本
遺
産
」
の
認
定
を
め
ざ
し
て

　
本
年
２
月
、
旧
軍
港
四
市
が
連
携
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
都
市
が
誇
る
歴
史
・
文
化
や
近
代
化
遺
産

を
全
国
唯
一
の
歴
史
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
ま
と
め

た
「
軍
港
都
市
　
横
須
賀
・
呉
・
佐
世
保
・
舞
鶴

～
日
本
近
代
化
の
躍
動
を
体
感
で
き
る
ま
ち
～
」

を
「
日
本
遺
産
」
へ
認
定
申
請
し
ま
し
た
。
明
治

時
代
、
海
防
力
を
備
え
る
た
め
に
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
独
自
の
都
市
形
成
を
歩
ん
だ
軍
港
四

都
市
に
は
、
今
も
な
お
現
役
で
稼
働
す
る
近
代
化

遺
産
も
多
く
、
躍
動
し
た
往
時
の
姿
を
体
感
で
き

る
ス
ト
ー
リ
ー
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
日
本
遺
産
」
と
は
、
我
が
国
の
文
化
・
伝
統

を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
文
化
庁
が
認
定
す
る
も
の

で
、
本
年
度
に
創
設
さ
れ
、
第
１
回
は
全
国
で
18

か
所
を
認
定
（
今
回
は
２
回
目
）。
認
定
を
受
け

る
と
文
化
庁
か
ら
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
　

　
今
後
、
海
軍
鎮
守
府
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た

共
通
の
歴
史
・
文
化
を
持
つ
四
市
が
、
共
通
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
作
製
な
ど
観
光
振
興
な
ど
で
連
携
し

「
日
本
遺
産
ブ
ラ
ン
ド
」
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税　

戦
後
復
興
の
ふ
る
さ
と
へ

　
戦
後
70
年
・
海
外
引
揚
70
周
年
と
い
う
大
き
な

節
目
の
年
を
迎
え
た
本
年
度
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

お
力
添
え
を
い
た
だ
く
中
で
、
引
揚
記
念
館
所
蔵

資
料
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
登
録
が
実
現
し

ま
し
た
。
本
市
で
は
、
こ
の
世
界
的
に
も
貴
重
な

引
き
揚
げ
の
史
実
を
未
来
に
引
き
継
い
で
い
く
た

め
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る
寄
付
金
の
使
途

を
「
舞
鶴
引
揚
記
念
館
」
の
整
備
事
業
に
特
化
し

て
活
用
し
、「
引
き
揚
げ
の
ま
ち
・
舞
鶴
」
と
し

て
の
責
務
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
地
域

の
特
産
品
に
加
え
、
市
内
の
宿
泊
施
設
や
飲
食
店

な
ど
加
盟
店
で
利
用
で
き
る
「
ふ
る
さ
と
応
援
商

品
券
」
を
返
礼
し
、
全
国
か
ら
「
戦
後
復
興
の
ふ

る
さ
と
舞
鶴
」
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
機
会
を
創
出

す
る
制
度
に
拡
充
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
引
揚
者
を
温
か
く
お
迎
え
し
た
舞
鶴

市
民
の
「
優
し
さ
の
精
神
」
を
次
代
を
担
う
子
ど

も
達
に
引
き
継
ぎ
、
全
市
民
が
一
丸
と
な
っ
て
引

き
揚
げ
の
史
実
の
継
承
と
と
も
に
平
和
の
尊
さ
を

世
界
へ
、
そ
し
て
未
来
へ
向
け
て
発
信
し
続
け
て

い
き
ま
す
。

▲昨年９月にリニューアルした引揚記念館

旧舞鶴鎮守府
司令長官官舎（東郷邸）

赤れんがパーク

旧北吸浄水場配水池海軍割烹術参考書

▲アラスカ州（米国）の関係者に京都舞鶴港を説明する多々見市長

 京都府北部地域連携都市圏が国・関西
 経済圏に果たす６つの大きな役割
 　①国防の拠点　②海の安全
 　③災害時のバックアップ機能
 　④エネルギー拠点
 　⑤豊富な産業基盤
 　⑥広域観光の拠点

 京都府北部ルートの優位性
 　①人口３０万人都市圏の沿線開発効果
 　②山陰新幹線との共用ルートの実現
 　③国土リダンダンシー機能の実現
 　④「国土のグランドデザイン２０５０」日本海・
　　 太平洋側２面活用型国土の実現

⇒ 地域と地方をつなぎ、
　 全国を一つの 経済圏とする「地方創生回廊」の実現

京都府北部ルートの必要性

▲日本遺産のストーリーを構成する近代化遺産など

  将来の山陰新幹線の
  接続（日本海側国土
  軸の形成）を視野

▲日本海側の国土軸形成によるリダンダンシーの確保

出展：資源エネルギー庁ＨＰ

起点：舞鶴港

終点：三田市付近
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